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場合、完成後にいろいろとややこしい仕様変更

が発生するのではないかということと、他にも

同じような保存と再生のパターンが３つあり、

今回の機能追加が“やぶへび”にならないかと

いう危惧も抱いています」

『うーん、それでもこの機能の必要性は感じる

ね。ただ、中途半端な仕様にすると却って混乱

するし、既存機能との面倒な調整が必要になっ

てくる。ときどきこういうのがあるんだよね。

機能的に無理があるケースでしばしば目にする

パターンだが、今回は機能的に無理な

ケースということではなさそうだ』

と言われて、

「やっぱり、必要な機能ですかね」

『問題は、あなたの中で変更範囲の整理がつい

ていないことだ。考える手順や前提を間違えて

いるときにこうした状態に陥ることが多いのだ

が、何か思い当たる所はないかね？』

と言われて考え込んだ。しばらく様子を見てい

たが、気づかないようだ。

『対応の範囲を限定していないか？』

「それって、今回の追加要求の中で展開される

仕様の範囲で対応しようとしていないかという

ことですか？」

『そう。基本的には変更要求だから、既存機能

の仕様にも影響を与える』と言われて、

「わかりました。すでに用意されている設定

データの保存機能をそのままにして、今回の追

加機能にどう対応するかということばかり考え

ていたようです。最初からこの機能が要求され

ていれば、それらの保存の仕様も現状とは違っ

たものになっていたはずですね」

『“追加”ということに囚われたね』

「もういちど、“理由”を見直しながら関係す

る機能をまとめて整理してみます」

と優等生のような返事が返ってきたが、簡単な

話ではないことに気づいていないようなので、

『ところで、関係する機能のほとんどは既に

ソースコードになっているよね』

と言われて簡単ではないことに気がついた。

「今回は新規開発なので、そこで書かれている

要求仕様書は新規開発用の形式で進めていま

す。今回追加要求に対して製作中の既存機能の

仕様が大きく変わったり、いくつもの仕様が変

更されることが予想されます。これまでもこれ

に似たことに何度も遭遇していますが、いつも

作業は混乱してバグも多く発生させています」

　　　　　　　～　∞　～
「あのう」しばらく考えた後で顔を上げた。

『何かね？』

「今回は新規開発のプロジェクトですが、この

機能追加にXDDPという方法は使えますか？」

どうやら問題の解決方法に気付いたようだ。

『あぁ、使えるよ。XDDPは何も派生開発にし

か通用しないわけではない。新規開発でも既に

大部分はソースコードまで書いてい

る状態で、既存機能の仕様にいろい

ろと変更が生じるような状況には、

XDDPのプロセスを適用する方法が

「最後の手段、ですか？」

どんな方法だろうかという興味と不安が入り交

じった顔をしている。

『あなたが判断して、今回の３つの機能は本当

に必要かね？』

「そうですね。追加機能の要求や理由を把握し

ていく中で要求の出所が掴めたのですが、競争

上で不可欠と思われる機能は１つだけです」

『あとの２つは？』

「１つは必要性をほとんど感じません。特定の

顧客から出ているようですが、営業担当が遊ば

れているのではないかという気がします」

『顧客の担当者も“言ってみただけ”の要求で

はないかと言うのかね？』

「そうです。営業の人たちとしては、お客様の

言うことを実現するのが設計の仕事だと思って

いる人がほとんどですからね」

　　　　　　　～　∞　～
『オーケー、もう１つの追加要求は？』

「残りの１つは、４つの環境設定データを整合

性を保ちながら連携して保存する機能です。た

しかにあると便利な機能です。もともとこの４

つの設定データは個別に保存と再現する機能を

持っていて、実際に計測する際にそれぞれ４つ

のテーマ別に保存ファイル一覧から選んで再現

してから計測作業に入っていたのですが、組み

合わせを間違えると正しい計測ができません。

そこで、１つの保存ファイルを選択すれば、残

りの３つはこの保存ファイルと一緒に保存した

ものを連動して再現するという機能です」

『なるほど、要求されそうな機能だね。むし

ろ、このような機能の必要性に最初に気づかな

かったことに問題がありそうだね』

「はい。ユーザーの立場で機能を見ていなかっ

たということでしょうか。“ユーザビリティ”

の視点が必要だったと思っています」

『ところでこの追加要求の実現性に障害がある

のかね？』

「はい。連携して再現した場合でも、個々の環

境設定データはあとで個別に変更することもで

きますので、その状態で保存操作が行われたと

きに新しい連携のセットとして保存するかと

いったことを確認しなければなりません。もし

連携が外れたデータができてしまうと、次回に

再現する際に、一部の設定データの再現ができ

ていないことを知らせる必要があります」

『これまでの製品では連携はしていなかったの

だろう？』

「はい、操作する人が個別に関係するファイル

を読み込んでいました。おそらくファイル名の

付け方などを工夫して保存していたものと思わ

れます。連携機能を提供するとそのような工夫

が消えてしまう恐れがあり、再現時に連携が切

れている保存ファイルを指定した場合に、他の

ファイルも個別に読み込む必要を指示されても

対応できなくなるのではと思っています」

『つまりそのような機能を追加すると操作ミス

が増える危険もあるわけだ』

「そう思っています。今回この機能を追加した
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という返事にほっとした表情を見せた。

「だから”XDDPによる発生開発”という表現

を使ったのですね。雑誌で読んだときは回りく

どい表現だなと思っていました」

『そうか。“XDDP＝派生開発”という捉え方

をされてしまったかもしれないね。派生開発は

“XDDP”のプロセスを使うが、“XDDP”の

プロセスは他の場面にも使える。発表が雑誌

だったので、紙数の制約があってそこまで詳し

くは説明できなかったね』

「機能追加なので、それぞれの機能を追加機能

要求仕様書でまとめ、それに対して現在実装さ

れているベースに対する変更方法を変更要求仕

様書でまとめるということですね。変更に関す

る見積りも、追加の要求仕様と変更要求仕様に

沿ってやればいいですね」

『基本的にはそれで良いが、仮のベースとなる

ソースコードの正しさは、まだテストで確認さ

れていないということを忘れないように』

「はい。バグなどによってこの先も変更される

可能性がありますよね。でも機能追加に関する

ソースコードの変更は、現状の単体テストが終

わった後でまとめてやります。追加機能に関連

して変更を予定している関数はＴＭや変更設計

書でわかっていますので、該当する関数がバグ

などで変更されたときに、影響を受けるかどう

かを判断することは難しくないと思います」

『その方法で、必要性が高い機能はそのまま実

現するものとして最後まで対応すればよいが、

必要性が低い機能はどうする？』

「変更要求仕様か、せいぜいＴＭのところで止

めておけば良いかなと思っています。そこまで

来ていれば、あとどれくらいの工数があれば出

来るか見えるでしょうから」

といって落ち着いた表情に変わった。

　　　　　　　～　∞　～
カップに残ったコーヒーを啜って、

「マスターの言われた“最後の手

段”というのが見えてきました」

『そうかね』

「今回は、２つの機能追加は期限内に実現する

方向で作業を進めますが、１つの優先順位は私

の判断で落とそうと思います。とりあえず追加

機能の要求仕様だけをまとめておきますが、そ

れ以降の作業は他の作業の進捗状況を見ながら

進めることにします。もちろん、この方針は私

の腹に収めたままにしておきます」

『でも、３つの機能追加を要求されているんだ

よね』と意地悪してみた。

「そうですが、工数的には無理なことは明らか

ですから、中途半端なことをやって混乱するよ

りも、必要性の高い２つは確実に期限内に実現

させ、あとの１つは必要性に乏しいことや工数

的に無理だと主張することにします。どうして

も実現して欲しいということであれば、必要な

工数の確保を条件にします。他の２つの機能追

加が期限内に実現することに目処がついていれ

ば、説得もしやすくなると思いますので、黙っ

てそこまで進めます」とって会釈した。

『マネジャーの方も、必要性に乏しい機能のた

めにリスクを犯さない可能性もあるしね』

「現場を預かっているのは私ですからね。モチ

ベーションを落とすわけにはいきません」■

組織の中で合理的判断がされない状況では、正攻
法で攻めるよりは、ＰＬ自身が腹を決めて現実的
な判断に基づいて対応すべき場面もある。
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の
た
め
の
寄
付
も
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
国
に
お
け
る
教
科
書
や
ノ
ー
ト
な
ど

が
不
足
す
る
問
題
は
、
こ
れ
で
一
気
に
解

消
す
る
。
「
Ｉ
Ｔ
技
術
」
が
格
差
を
埋
め

る
の
で
あ
る
。
知
識
に
飢
え
た
子
供
た
ち

の
行
動
は
、
今
の
日
本
の
教
育
関
係
者
に

は
想
像
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は

報
道
し
て
な
い
。
日
本
に
は
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
一
五
〜
二
〇

年
後
に
「
こ
れ
が
Ｏ
Ｌ
Ｐ
Ｃ
の
効
果
だ
っ

た
の
か
」
と
い
や
で
も
気
づ
か
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
昨
年
一
二
月
一
九
日
の
タ
イ
の
株
式
市

場
で
起
き
た
一
五
％
も
の
大
暴
落
を
報
じ

た
ニ
ュ
ー
ス
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
し
て

や
一
〇
年
前
に
同
じ
タ
イ
で
起
き
た
株
式

市
場
の
暴
落
と
の
違
い
を
報
じ
た
も
の
も

テ
レ
ビ
で
見
た
記
憶
が
な
い
。
一
九
九
七

年
の
「
ア
ジ
ア
の
通
貨
危
機
」
は
こ
の
タ

イ
の
株
式
市
場
で
の
暴
落
が
引
き
金
と

な
っ
て
、
韓
国
を
は
じ
め
と
し
て
ア
ジ
ア

の
経
済
が
大
混
乱
し
た
。
あ
の
時
は
回
復

に
数
年
の
時
間
を
要
し
た
。
だ
が
今
回
の

大
暴
落
は
一
日
で
回
復
し
て
い
る
。
こ
の

背
景
を
伝
え
る
番
組
を
見
た
こ
と
が
な

い
。
日
本
経
済
に
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な

か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
こ
の
一
〇
年
間
で
、
タ
イ
な
ど
の
ア
ジ

ア
の
国
々
の
経
済
は
ほ
と
ん
ど
黒
字
状
態

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
外
国
に
売
れ
る

も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
だ
。

か
つ
て
の
よ
う
に
単
な
る
部
品
基
地
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
タ
イ
の
一
五

％
も
の
株
式
暴
落
を
一
日
で
回
復
さ
せ
た

背
景
で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
は
、
日
本
の

経
済
や
企
業
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
労
働

者
に
と
っ
て
も
最
大
級
の
出
来
事
で
あ

　
今
、
「
世
界
」
で
は
何
が
起

き
て
い
る
の
か
、
何
が
起
き
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。
日
本
の

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
は
、
そ
の
こ
と
を
ほ
と

ん
ど
伝
え
て
い
な
い
。
ニ
ュ
ー

ス
番
組
も
身
近
な
所
で
起
き
て

い
る
事
故
や
事
件
、
ゴ
シ
ッ
プ

が
中
心
だ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸

能
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
娯
楽
番
組

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
確
か
に

「
娯
楽
」
も
必
要
だ
が
、
聴
視

者
の
感
覚
も
マ
ヒ
し
て
く
る
か

ら
、
番
組
の
内
容
も
過
激
に

な
っ
た
り
、
揚
げ
句
は
捏
造
に

足
を
踏
み
入
れ
て
し
ま
う
。

　
　
？
　
・
　
？

　
全
体
に
、
ニ
ュ
ー
ス
に
割
り
当
て
ら
れ

て
い
る
放
送
時
間
や
ス
ペ
ー
ス
も
少
な
い

し
、
そ
の
中
で
僅
か
に
流
さ
れ
る
世
界
の

ニ
ュ
ー
ス
も
、
大
部
分
は
他
の
通
信
社
か

ら
配
信
さ
れ
た
も
の
を
流
し
て
い
る
だ
け

で
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
が
現
地
で

時
間
を
か
け
て
集
め
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
ニ
ュ
ー
ス
の
時
間
に
合
わ
せ
て
、

ち
ょ
っ
と
街
に
出
て
情
報
を
収
集
し
て
く

る
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
そ
こ
で
起
き

て
い
こ
と
の
背
景
ま
で
知
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
す
れ
ば

世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
や
そ
れ
に
関
連
し
た
詳

し
い
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
れ
で
も
日
本
語
で
は
限
ら
れ
た
情

報
し
か
手
に
入
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
イ
ラ
ン
な
ど
の
中
東
で

何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
エ
チ
オ
ピ
ア
と
ソ

マ
リ
ア
の
戦
争
で
放
送
さ
れ
た
の
は
首
都
が

攻
撃
さ
れ
た
と
い
う
「
事
実
」
だ
け
で
あ
っ

て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
目
的
な

ど
は
報
道
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
ロ
シ
ア
で
何

が
起
き
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
で
何
が
起

き
、
中
国
で
何
が
起
き
、
中
米
で
何
が
起

き
、
ト
ル
コ
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
こ

れ
ら
の
地
域
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
繋
い
で

み
た
と
き
、
そ
こ
に
二
〇
世
紀
と
は
違
っ
た

動
き
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
か
が
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
「
Ｏ
Ｌ
Ｐ
Ｃ
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
）
が
主
催
す
る
も
の
で
、
一
〇

〇
ド
ル
の
価
格
で
「
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

発
展
途
上
国
の
子
供
た
ち
に
配
給
し
よ

う
」
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

年
間
生
産
は
一
億
台
を
想
定
し
て
い
る
。

当
初
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
疑
問
の
声
も

あ
っ
た
が
、
実
際
に
二
〇
〇
七
年
か
ら
供
給

が
始
ま
る
。
当
初
の
価
格
は
一
五
〇
ド
ル
ぐ

ら
い
に
な
り
そ
う
だ
が
、
一
年
も
経
て
ば
一

〇
〇
ド
ル
を
割
り
込
む
可
能
性
も
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
子
供
た
ち
か
ら
一
〇
〇
ド
ル
を
徴

収
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

教
育
機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
買
い

取
っ
て
、
子
供
た
ち
に
配
る
の
で
あ
る
。
そ

音音

　
「
金
」
の
問
題
は
、
総
理
に
な
る

前
か
ら
見
え
な
く
な
る
よ
う
だ
。
代

議
士
の
事
務
所
経
費
に
領
収
証
を
義
務
化
し

よ
う
と
す
る
動
き
に
対
し
て
、
「
膨
大
な
事

務
作
業
が
発
生
す
る
」
と
い
っ
て
抵
抗
し
て

い
る
代
議
士
は
、
す
で
に
マ
ヒ
症
状
を
呈
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
第
二
の
「
人
」
と
い
う
の
は
、
「
取
り
巻

き
」
に
何
重
に
も
囲
ま
れ
て
、
真
実
が
見
え

な
く
な
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
取
り
巻
き

連
中
は
、
自
分
た
ち
の
立
場
を
危
う
く
す
る

よ
う
な
情
報
は
遮
断
し
て
、
総
理
の
耳
に
心

地
よ
い
こ
と
し
か
伝
え
な
い
。
電
子
メ
ー
ル

に
よ
る
対
話
も
、
総
理
が
直
接
操
作
し
な
い

か
ぎ
り
同
じ
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
発
す
る
言
葉
は
、
現
実

か
ら
遊
離
し
、
記
者
か
ら
の
質
問
に
も
意
味

不
明
の
受
け
答
え
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
そ
の
結
果
、
「
国
民
の
顔
」
が
見
え
な
く

る
。
五
〜
一
〇
年
後
に
は
誰
も
が
自
分
の
こ

と
と
し
て
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
間
に
何
も
「
準
備
」
し
な
け
れ
ば
、

多
く
の
人
は
時
代
の
大
波
を
被
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
そ
の
瞬
間
か
ら
「
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
」
と
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ

ほ
ど
の
大
事
な
ニ
ュ
ー
ス
を
ど
の
放
送
局

（
地
上
波
）
も
流
さ
な
い
。

　
　
　
　
　
？
　
・
　
？

　
メ
デ
ィ
ア
の
中
に
い
る
賢
明
な
人
た
ち

に
、
こ
の
こ
と
が
見
え
な
い
は
ず
は
な
い
。

だ
と
す
る
と
、
見
え
て
い
る
の
に
知
ら
せ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
何
も
知
ら
さ
れ
な

い
日
本
の
国
民
は
、
あ
る
日
突
然
に
身
を

も
っ
て
「
事
実
」
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

　
た
し
か
に
、
い
ち
い
ち
国
民
に
知
ら
せ
な

な
る
。
国
民
か
ら
期
待
さ
れ
て
総
理
大
臣
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
久
し
振
り
に

街
に
で
る
と
、
冷
や
や
か
な
目
が
自
分
の
方

に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
総
理
大
臣

の
椅
子
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
一
代
前
の
総
理
は
そ
う
な

る
前
に
自
分
か
ら
椅
子
を
降
り
た
が
。

　
企
業
の
ト
ッ
プ
も
然
り
で
あ
る
。
現
場
に

足
を
運
ん
で
従
業
員
と
直
接
話
し
を
す
る
こ

と
も
な
く
、
見
晴
ら
し
の
よ
い
本
社
の
社
長

室
に
居
て
、
取
り
巻
き
に
囲
ま
れ
て
い
た
の

で
は
、
本
当
の
情
報
は
上
が
っ
て
こ
な
い
。

ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
か
も
分

か
ら
な
け
れ
ば
、
ど
の
の
よ
う
に
対
応
さ
れ

て
い
る
の
か
も
見
え
な
い
。

　
ト
ッ
プ
に
「
問
題
」
が
上
が
っ
て
き
た
と

き
は
、
取
り
巻
き
の
手
に
負
え
な
く
な
っ
た

と
き
で
あ
り
、
そ
の
時
は
マ
ス
コ
ミ
の
前
に

醜
態
を
晒
す
こ
と
に
な
る
。

「
総
理
に
な
る
と
、
三
つ
の
も
の
が
見
え
な
く
な
る
。
第
一
に
金
。

第
二
に
人
。
第
三
に
国
民
の
顔
。
こ
の
三
つ
め
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
と
き
に
総
理
大
臣
は
の
た
れ
死
に
す
る
」

　
　
（
元
総
理
大
臣
、
岡
田
啓
介
の
言
葉
。

　
　
　
　
　
　
「
一
八
史
略
の
人
物
学
」
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
）
よ
り
引
用
）

く
て
も
、
政
策
の
中
で
適
切
に
対
応
し
て
く

れ
れ
ば
そ
れ
で
も
構
わ
な
い
。
だ
が
、
日
本

の
教
育
界
は
、
一
〇
年
後
に
主
役
の
交
代
を

迫
ら
れ
な
い
た
め
の
対
応
策
を
何
も
講
じ
て

い
な
い
。
学
生
数
が
減
少
す
る
中
で
ど
う

や
っ
て
学
校
を
経
営
を
す
る
か
と
い
う
こ
と

に
頭
が
一
杯
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
個
々
の
大
学
が
主
体
と
な
っ
て
、
世
界

の
潮
流
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を
ど
う

や
っ
て
育
て
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
踏
み
出

し
て
い
な
い
。
時
代
を
見
て
踏
み
出
す
度
胸

が
無
い
の
か
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
見
識

が
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
役
を
全
う
す

る
能
力
が
な
い
の
か
。
日
本
の
国
民
は
何
も

知
ら
な
い
間
に
、
世
界
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
■

世界のことを知らされない国

今月の一言

OLPC=One Laptop per Childの略


